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Ⅰ-10 連続納品書発行 
 

 

連続納品書発行の役割 

連続納品書発行とは、出荷確認処理によって出荷確定された内容を得意先の 

伝票種別ごとに連続して納品伝票を発行する処理です。 

また、HHTで作成した出荷データを伝票種別ごとに連続して納品伝票を発行する 

機能もあります。 

 

 

連続納品書発行画面説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 用途によっては、発行完了ボタンの非表示や【印刷済】とする機能（伝票を紙として印刷し

なくても「発行済み」にステータスを変更できる）の追加も可能です。 

但し、設定変更は東光オーエーシステムのエンジニアが行います。 

 

 

 
処理機能に 

ついて 

【出荷日】は、開始

が空白、【終了】は

本処理を実行して

いる日付が初期表

示されます。指定

範囲内にある出荷

日（作業日付）と[伝

票指定]ボタンの抽

出条件に合致した

伝票が出力対象に

なります。 

 

印刷・再発行 

伝票発行状況が 

「未発行」の伝票に

対しては、【印刷】

ボタンをクリック、

「発行済」の伝票に

対しては、 【再発

行】ボタンを押すこ

とで使い分けます。 

【11-連続送り状発

行】処理は、この処

理で「発行済」の明

細に対して送り状を

発行させます。 

 

発行完了ボタン 

伝票発行状況が

「発行済」のものに

対してこのボタンを

クリックすることで、

出荷完了明細とし

て出荷更新対象と

なります。但し「発

行完了」を行うと、

再発行 、修正削

除、送り状発行が

できなくなるので処

理を行う際は注意

が必要です。 

 

伝票種別 

伝票種別は、得意

先マスターの設定

に準じます。 

 出庫元を指定 

 出荷日を指定 

 伝票指定 

 再発行ボタン  発行完了ボタン  印刷済ボタン  印刷ボタン 
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Ⅰ-10-1 連続納品書発行処理 
 

操作方法 

1. 連続納品書発行処理画面の表示 

 初期表示では｢連続納品書発行処理｣が開きます。 

 開いていないときは左上の｢処理区分（S）｣内の 

 ｢配分データ（A）｣を押します。 

 

 

2. 出庫元 

 倉庫 6桁以内で入力、枝番で登録している場合は、 

 （倉庫が複数ある場合のみ）枝番 Code も入力します。 

 矢印キー数回押すか、▼ボタンを押して指定します。 

  

3. 出荷日（作業日付） 

 出力したい伝票の出荷日（作業日付）を範囲指定します。 

 初期表示では入力開始日付は空白（変更可能）、終了日付は本日の日付（変更可能）となります。 

 2018年 5月 1日の場合、18 05 01または 2018 05 01 と入力可能です。 

 1日限定で出力したい場合は範囲指定の開始と終了に同日を指定します。 

 「出荷日」の文字をクリックし、表示されたカレンダーの年の前にチェックを入れ、 

 日付を選択することも可能です。カレンダーが開始のみ表示された場合は、左上の「20」の画像を押すと、 

 終了のカレンダーも表示されます。カレンダーを閉じるときは右上の×ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

4. 伝票指定 

 出荷先・伝票 Noの抽出条件を設定する 

 事が可能です。 

 設定が無い場合は、指定した出庫元に 

 該当する全明細が対象となります。 
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5. 出荷先、伝票 No、検品 No から出力する伝票の抽出条件を指定します。 

それぞれの項目で、個別指定・範囲指定が可能です。 

個別指定・範囲指定はタブ操作で切替えが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 全選択 ボタン 

リストの全行にチェックを入れます。 

全解除 ボタン 

リストの全行のチェックをはずします。 

＜個別指定・出荷先＞ ＜範囲指定・出荷先＞ 

＜個別指定・伝票 No、検品 No＞ ＜範囲指定・伝票 No、検品 No＞ 
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6. 設定完了ボタン 

 抽出条件の設定が終了したら設定完了ボタンを押し、連続納品書発行画面に戻ります。 

7. 抽出ボタン 

 抽出ボタンを押すと、伝票発行対象の伝票種別が表示されます。 

8. 伝票種別を指定 

 Noの項目をクリックし、発行したい伝票種別を指定します。 

 指定された伝票種別は行の色が黄色く変わるのを確認して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9. 印刷ボタン 

 印刷ボタンをクリックすると、選択した伝票種別の伝票が発行され、明細が「発行済」に変わります。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

10. 再発行ボタン 

 Noの項目をクリックし、再発行する伝票種別を指定します。再発行ボタンを押すと、伝票再発行が 

 実行されます。(再発行時はステータスが【発行済】の伝票だけが印刷対象です) 

 

 再発行したい伝票を指定したい場合は、再発行ボタンを押す前に伝票指定ボタンを 

 押して、抽出条件を指定して下さい。 

 ※抽出条件指定方法は[操作方法 3.～5.]の手順を参照下さい。 

11. 印刷済ボタン 

 伝票を紙として印刷しなくても「発行済み」に明細を変更できます。 

 

印刷ボタンを押すと、確認のメッセージが表示されます。 

ここで印刷中にトラブルが無ければ、必ず O K をクリックして下さい。 

キャンセル を押してしまうと、伝票は発行されますがステータスが【発行済】になりません。 
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12. 発行完了ボタン 

 出荷完了の処理として、伝票種別を選択し、発行完了ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

13. 終了ボタン 

 終了ボタンを押すと、配分出荷入力処理メニュー画面へ戻ります。 

14. リセットボタン 

 リセットボタンを押すと、表示されている内容が初期状態に戻ります。 

○ 発行完了処理を行うには「カスタム処理」の【02-出荷検品確定】が行われていることが 

条件です。 

○ 発行完了の処理を行わないと、明細が出荷更新対象となりません。 

必ずこの処理を行ってください。 

○ 発行完了処理後は【連続納品書発行】からの伝票再発行はできなくなります。 

伝票再発行を行う場合は【15-伝票明細修正】処理から伝票発行を行って下さい。 

○ 卸先への売上伝票の場合、発行完了後は【15-伝票明細修正】から修正を行って下さい。

移動伝票の場合、PDA データ転送を行った時点で修正できなくなります。 

修正削除について 

発行完了ボタンを押すまでは、明細の修正削除が可能です。 

【05-品番別出荷修正】【06-得意先別出荷修正】にて変更を行い、伝票番号を指定して【連続納品書発行】

処理から再発行を行います。 

もしくは、【15-伝票明細修正】にて変更、伝票発行を行います。 

PDA端末利用の場合 

PDA 端末を使用した検品を行う場合、検品データを送信する前であれば、修正した伝票の検品データを再

度受信し、明細の再検品を実施できます。 

検品データを送信してしまうと、再検品はできません。 
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Ⅰ-10-2 HHTデータ連続納品書発行 
 

「HHTデータ連続納品書発行」は HHTで取り込んだ出荷データの納品書を連続で発行する機能です。 

操作方法 

1. 連続納品書発行処理画面の表示 

 初期表示では｢連続納品書発行処理｣が開きます。 

 開いていないときは左上の｢処理区分（S）｣内の 

 ｢HHTデータ（B）｣を押します。 

 

2. 前出の「連続納品書発行処理」との大きな違いは発行完了ボタンが無いことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これは HHTのデータを NBSに取り込んだ時点で状態が「出荷完了」に 

 なるためです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. それ以外の操作方法は前出の「連続納品書発行処理」の 1～11、13、14 と同じ操作となります。 

※HHTで取り込んだ明細は「連続納品書発行処理」では表示されません。「伝票出力対象明細がありません」。と

表示された場合は、処理区分が「HHTデータ連続納品書発行」になっているかご確認ください。 


